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午前１０時００分 開会   

 

◎開会・開議宣告 

○議長（戸澤 義典） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、令和７

年第１回美幌町議会臨時会を開会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（戸澤 義典） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。会議録署名議

員は、会議規則第１２５条の規定により、

８番藤原公一さん、９番伊藤伸司さんを指

名します。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（戸澤 義典） 日程第２ 会期の

決定を議題とします。 

去る１月２９日、議会運営委員会を開き

ましたので、委員長から報告を求めます。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 〔登壇〕 令和７年

第１回美幌町議会臨時会の開会に当たり、

去る１月２９日、議会運営委員会を開催し

ましたので、その内容と結果について報告

いたします。 

本臨時会に付議された案件は、損害賠償

の額の決定及び和解１件、補正予算１件で

あります。 

以上の内容でありますので、本臨時会の

会期については、本日１日限りといたしま

す。 

慎重なる審議に皆さんの協力をお願いす

るとともに、行政職員の皆さんには、真摯

な答弁と対応をお願い申し上げて、議会運

営委員会委員長としての報告といたしま

す。 

○議長（戸澤 義典） お諮りします。 

ただいま、議会運営委員会委員長から報

告のあったとおり、本臨時会の会期を本日

１日間としたいと思いますが、御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、会期は本日１日間と決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（戸澤義典） 諸般の報告を行いま

す。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（小室保男） 諸般の報告を申

し上げます。 

本日の会議につきましては、配付してお

ります議事日程のとおりであります。 

朗読については、省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましても、配

付しておりますので、御了承願います。 

なお、本臨時会中、議会広報及び町広報

用のため写真撮影を行いますので、御了承

願います。 

また、報道機関の写真撮影及びパソコン

の使用を許可しておりますので、併せて御

承知おき願います。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎提出案件の概要説明 

○議長（戸澤義典） 町長から、本臨時会

に提出している案件について、概要説明を

したいとの申出がありますので、発言を許

します。 

町長。 

○町長（平野浩司） 〔登壇〕 本日、こ

こに令和７年第１回美幌町議会臨時会が開

催されるに当たり、御出席を賜りました議

員各位に対しまして、心から感謝いたしま
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すとともに、提出案件の概要について御説

明申し上げます。 

損害賠償額の決定及び和解について。 

議案第１号損害賠償の額の決定及び和解

については、令和５年１月６日、町道第２

号において発生したロータリー除雪車によ

る事故について、損害賠償の相手方と和解

するため、議会の議決を求めようとするも

のであります。 

補正予算について。 

議案第２号令和６年度美幌町一般会計補

正予算（第７号）については、物価高騰対

応重点支援地方創生臨時交付金事業とし

て、住民税非課税世帯に対する臨時特別給

付金給付事業ほか２事業の総額２億５４４

万８,０００円の増額をはじめ、債務負担行

為の変更を行おうとするものであります。 

なお、細部につきましては、担当部長よ

り御説明申し上げますので、御審議の上、

原案に御協賛を賜りますようお願い申し上

げまして、提出案件の概要説明といたしま

す。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 議案第１号 

○議長（戸澤義典） 日程第３ 議案第１

号損害賠償の額の決定及び和解についてを

議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 議案の４ページ

をお開き願います。 

議案第１号損害賠償の額の決定及び和解

についてを御説明申し上げます。 

町は、町道第２号道路で発生した車両事

故の損害賠償の額を下記のとおり定め、和

解を成立させるため、地方自治法第９６条

第１項第１２号及び第１３号の規定により

議決を求める。 

記以下につきましては、１、損害賠償の

額、１６０万６,７９９円。 

２、損害賠償の相手方。 

（１）人的損害賠償。菊池咲希、外２

名、（２）物的損害賠償、菊池康則であり

ます。 

３、損害の概要。 

令和５年１月６日午後１時３０分頃、美

幌町字西２条北４丁目１番地３先路上にお

いて、公用車であるロータリー除雪車が、

町道６１５号、美幌小学校東門側を除雪作

業中、町道２号、栄通交差点にて方向転換

を行った際、国道２４０号側から走行して

きた相手方車両に気づかず衝突する事故が

発生した。 

相手方は、３名とも頸椎捻挫の負傷をす

るとともに、双方車両に損害が生じ、相手

方車両の破損状況については、車両右側運

転席後方のサイドガラス、ルーフ及び下部

のバンパー等に損害が生じた。 

その後、物的損害賠償に関しては和解す

るも、人的損害賠償に関しては合意に至ら

ず、令和６年６月１８日付けで相手方が本

町並びに本町建設部環境管理課職員を被告

とする北見簡易裁判所令和６年（ハ）第４

２号損害賠償請求訴訟を提起したもので、

北見簡易裁判所において審議が行われてい

たところ、同裁判所から相手方及び本町を

含めた被告に対し和解案が提示されたもの

である。 

４、和解の概要。 

（１）人的損害賠償。 

被告らは、原告菊池咲希に対し、本件交

通事故に基づく損害賠償債務として、３３

万５００円の支払義務があることを認め

る。被告らは、原告菊池咲希に対し、連帯

して、前号の金員を、令和７年３月３１日

限り、原告らの指定する口座に振り込む方

法により支払う。振込手数料は被告らの負

担とする。 

被告らは、原告菊池俐玖に対し、本件交

通事故に基づく損害賠償債務として、１万

５,８００円の支払義務があることを認め

る。被告らは、原告菊池俐玖に対し、連帯

して、前号の金員を、令和７年３月３１日
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限り、本件口座に振り込む方法により支払

う。振込手数料は被告らの負担とする。 

被告らは、原告菊池叶愛に対し、本件交

通事故に基づく損害賠償債務として、１万

５,８００円の支払義務があることを認め

る。被告らは、原告菊池叶愛に対し、連帯

して、前号の金員を、令和７年３月３１日

限り、本件口座に振り込む方法により支払

う。振込手数料は被告らの負担とする。 

原告らは、その余の請求を放棄する。 

原告ら及び被告らは、原告らと被告らと

の間には、本件に関し、この和解条項に定

めるもののほかに何らの債権債務がないこ

とを相互に確認する。 

訴訟費用は各自の負担とする。 

（２）物的損害賠償。 

町は、相手方に対し、本件事故に係る物

的損害賠償として、町の賠償額５０万 

８,４４６円と相手方の賠償額５,０４７円

を相殺し、町が相手方に対し、５０万 

３,３９９円を支払う。 

今後、本件事故に関しては、双方とも裁

判上または裁判外において一切異議申立て

及び請求を行わないことを誓約する。 

本日、議決をいただきますと、この内容

をもって２月７日に開催されます口頭弁論

において和解し、一連の訴訟は、終結の予

定となっております。 

なお、損害賠償額と自賠責保険などの人

身損害保険においての既払額、その差額で

ある和解案については、参考資料の２ペー

ジに記載しておりますので、後ほど参照を

お願いいたします。 

また、今回の損害賠償額につきまして

は、町が加入しております自動車共済全国

自治協会が全額負担することになり、改め

ての予算措置はございません。 

以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 今、説明ありました

３番の損害の概要の中で、人的損害賠償に

関しては合意に至らずとありました。当初

の段階で、当然、町が入っている保険の関

係で調整したと思いますけれども、合意に

至らなかった部分で、最終的にどのような

部分が――いわゆる被告側と合意に至るた

めにどのような経費について負担しようと

したのか、その辺、１点お伺いしたい。 

また（２）物的損害賠償ということで、

相手側の賠償額５,０４７円といえば僅かな

ことなのですけれども、どこの部分なの

か、分かれば教えていただきたいと思いま

す。 

○議長（戸澤義典） 環境管理課長。 

○環境管理課長（影山俊幸） ただいまの

御質問でございますけれども、今回、訴訟

に至った争点でございますが、原告と被告

の主張に大きな乖離がございましたのは、

損害額におけます原告咲希の休業損害及び

通院慰謝料が大きいものとなってございま

す。こちら、本人は家事労働者であって、

事故後、勤務先で勤務しておりまして、原

告側の人身傷害保険金の休業損害額及び通

院慰謝料が相手方の主張する額を下回る状

況だったことから、訴訟に至ったものとな

ってございます。 

２点目の物的損害賠償額、相手方の賠償

額５,０４７円の部分でございますが、過失

割合は、町側が８０％、相手方が２０％で

ございますけれども、町のロータリー除雪

車が２万５,２３４円の損害を被っているこ

とから、この部分に相手方の過失割合 

２０％を掛けまして、５,０４７円の損害賠

償額となってございます。 

修繕の内容につきましては、ロータリー

除雪車の回転装置、雪切板が曲がった部分

についての修繕となってございます。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

１３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） この場所、以前も
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同じような事故があったと思ったのです。

今回もまた同じような場所で同じような事

故が起きている。 

まず、１点目、どのような方向転換を試

みたのか、その状況を教えていただきたい

と思います。 

以前にも同じような事故があったにもか

かわらず、またこのような事故が起きたと

いうことは、管理者がどのような教育とい

うかそのやり方、こういうところは気をつ

けなさいよとか、いろいろあると思うので

す。そのようなことをやっていたのかどう

か。 

一般町民の方、除雪作業をしているとこ

ろに、まして、バックをしているところに

わざと――わざとという言う方は悪いので

すけれども、急にスピードを上げてバック

している途中に入ってくるときがあるので

す。早く行こうとしている気持ちなのか分

かりませんけれども、そのようなことも勘

案しての教育をしているのかどうか、教え

ていただきたいと思います。 

○議長（戸澤義典） 環境管理課長。 

○環境管理課長（影山俊幸） ただいまの

御質問、今回事故がございました除雪車両

の運転状況でございます。 

こちらの公用車は、ロータリー除雪車 

１.５メートル級でございまして、町道 

２号、旭通、西２条北４丁目１番地の３に

おきまして、町道６１５号、美幌小学校の

東門側でございますが、こちらの車道の幅

出し除雪の作業中、町道２号、栄通交差点

にて方向転換を行った際に、国道２４０号

線側から走行してまいりました相手方車両

に気づかず、衝突するという事故でござい

ます。 

２点目、管理者の教育としましては、相

手方の被害状況等がございますけれども、

車両センターの職員には、運転及び作業時

の安全確認の徹底など職員同士の声の掛け

合いによる安全の共有化等について、日

頃、指示をしているところでございます。 

○議長（戸澤義典） 具体的な車の動きに

ついては。 

環境管理課長。 

○環境管理課長（影山俊幸） 失礼いたし

ました。 

動きとしましては、美小の東側の門から

北側、駅のほうに向かって除雪をしまし

て、転回するために一度、栄通に入り、そ

して駅側、北側にバックで下がる。そし

て、また美幌小学校東門側に入っていくと

いう動きをしてございます。 

○議長（戸澤義典） １３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） 今お聞きすると、

以前の事故と全く同じです。以前も、東側

の道路を除雪していって、栄通にぶつかる

と左に曲がって、そこから方向転換してま

た入っていくという記憶をしているので

す。以前の事故も今回も全く同じ。生かさ

れていない。 

先ほど言いましたように、一般町民の

方、バックすると何しようと関係なく突っ

込んでくるのです。特に女性の方。自分が

優先、一番だと思っているのです。 

私の経験上、私もショベルで雪はねして

いますが、まして、公営住宅の近くです。

男性の方は止まりますが、女性の方という

のは、必ず突っ込んできます。バックしよ

うと何しようと。本当にぎりぎりぶつかり

そうになったことが何回もあります。重機

の方がちょっとでも目を離すと、相当なス

ピードで来る。元の工藤医院ですか、この

辺の交差点から見ると、あっという間に来

てしまうのです。ほんの少し目を離すだけ

で。ということは、やはり相当慎重にバッ

ク、あるいは一時停止をして確認の確認を

しなければ――確認だけでは済まないと思

います。確認の確認をしながら方向転換す

る。 

これは、この場所だけではないと思って

います。やはり、除雪する際に方向転換す

る場所、そのようなことをもっと除雪作業

車両運転手の方たちに気をつけていただけ



 

－ 7 － 

るよう、注意喚起する。厳しくしていただ

かないと、このようなことがまた起きるよ

うに思いますので、ぜひともその教育を―

―お願いするしかないのですけれども、や

っていただきたいと思っております。 

○議長（戸澤義典） 建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 指導につきまし

ては、これまでも行っておりますけれど

も、より一層強化をいたしたいと思いま

す。 

また、町民の方々につきましても、除雪

時には近寄らないでほしいですとか、その

ような広報も併せてしていきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

これから、議案第１号損害賠償の額の決

定及び和解についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 議案第２号 

○議長（戸澤義典） 日程第４ 議案第２

号令和６年度美幌町一般会計補正予算（第

７号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） 議案書７ページ

になります。 

議案第２号令和６年度美幌町一般会計補

正予算（第７号）について御説明を申し上

げます。 

令和６年度美幌町の一般会計補正予算

（第７号）は、次に定めるところによる。 

今回の補正は、電子計算機借上料等に係

る債務負担行為の変更のほか、エネルギ

ー・食料品価格等の物価高騰の影響を受け

ている生活者等の負担を軽減するため、国

から配分される物価高騰対応重点支援地方

創生臨時交付金を活用し、町として必要な

対策支援策を講じるための経費などを予算

計上するものでございます。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２億５４４万８,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１４１億９,０６５万１,０００円とす

る。 

第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

債務負担行為の補正。第２条、債務負担

行為の変更は、第２表、債務負担行為補正

により御説明いたしますので、議案書の 

１０ページをお開きください。 

第２表、債務負担行為補正になります。 

１段目の標準化システム整備委託料及び

３段目の電子計算機借上料、端末類につき

ましては、いずれも事業費が確定したこと

から、限度額を補正後の額へ変更いたしま

す。 

２段目の電子計算機借上料、サーバー類

につきましては、当初、プリンターを併せ

て導入する予定でしたが、４段目の電子計

算機借上料、文書管理のシステム導入に伴

う機器構成の見直しにより、こちらのシス

テムと併せて複合機を導入することとした

ことから、それぞれ限度額を補正後の額へ

変更いたします。 

次に、歳出について御説明いたしますの

で、１６、１７ページをお開きください。 

３、歳出になります。 

３款民生費、１項、１目社会福祉総務

費、８、低所得世帯・生活者支援給付事業

２億５１６万６,０００円につきましては、

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影

響を受けている生活者等に対し、必要な支
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援をきめ細やかに実施できるよう、国の地

方創生臨時交付金を受けて実施するもの

で、大きく三つの事業による給付を行いま

す。 

一つ目として、物価高騰の負担感が大き

い低所得世帯に対し、国の重点支援地方交

付金の低所得世帯支援枠分を活用して、経

済的な支援を行うための予算計上になりま

す。 

対象は、令和６年度の住民税非課税世帯

で、１世帯当たり一律３万円を、また、そ

の世帯のうち１８歳以下の子供１人当たり

２万円を加算した額を給付いたします。 

消耗品費や印刷製本費、手数料など必要

な事務費を計上するほか、給付対象を非課

税世帯２,７００世帯及び子供加算を１８０人 

と見込み、臨時特別給付金として８,４６０

万円を予算措置いたします。 

今回、議決をいただきましたら直ちに準

備を進め、対象世帯へ案内文を送付し、口

座変更等の確認後、２月末にはプッシュ型

による初回の支給を予定しております。 

二つ目として、交付金のうち推奨事業メ

ニュー分を活用した支援を行います。 

一つ目の事業の低所得世帯支援枠の対象

とならない多くの町民も物価高騰の影響を

受けていることから、給付金による支援を

行うための予算計上になります。 

対象世帯は、令和６年１２月１３日現在

で美幌町に住所を有する世帯とし、住民税

均等割のみ課税世帯には２万円を、その他

の世帯のうち児童手当の旧所得制限額内に

該当する世帯には１万円を給付いたしま

す。 

必要な事務費を計上するほか、給付対象

を均等割のみ課税世帯 5５００世帯、住民税

課税世帯を６,１００世帯と見込み、臨時支

援給付金として７,１００万円を予算措置い

たします。 

三つ目として、同じく推奨事業メニュー

分を活用した支援を行います。 

一つ目の事業の低所得世帯支援枠の対象

とならない子育て世帯に対し、家計負担を

軽減するための支援を行うための予算計上

になります。 

対象世帯は、令和６年１２月１３日現在

で美幌町に住所を有する世帯とし、こちら

は所得制限を設けることなく、１８歳以下

の子供１人当たり２万円を給付いたしま

す。 

必要な事務費を計上するほか給付対象者

を１,９００人と見込み、臨時特別給付金と

して３,８００万円を予算措置いたします。 

推奨事業メニュー分による給付につきま

しては、今回、議決をいただきましたら直

ちに準備を進め、対象世帯へ案内文を送付

し、口座変更等の確認後、３月末にはプッ

シュ型による初回の支給を予定しておりま

す。 

家計の負担増の影響を少しでも軽減でき

るよう、可能な限り早期の支給に向けまし

て事務手続を進めてまいりたいと存じま

す。 

また、申請漏れがないように、町のホー

ムページや広報紙をはじめ、地元新聞等に

記事掲載を依頼するなど、広く周知に努め

てまいります。 

次に、１２款職員給与費、１項、１目職

員給与費、その他手当２８万２,０００円に

つきましては、今回の給付金支給事務に係

る職員の時間外勤務手当の追加となりま

す。 

次に、歳入につきまして御説明いたしま

すので、議案書の１４、１５ページにお戻

りください。 

２、歳入になります。 

１５款国庫支出金、２項、２目民生費国

庫補助金、１節社会福祉費補助金１億 

６,７９８万７,０００円は、低所得世帯支

援枠として、歳出で御説明いたしました事

業費の全額８,７９９万３,０００円と、推

奨事業メニュー分として配分されました 

７,９９９万４,０００円となります。 

１９款繰入金、１項、１目財政調整基金
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繰入金、１節財政調整基金繰入金３,７４６

万１,０００円は、今回の補正予算の財源と

して、なお、参考資料３ページ、資料２に

基金の年度末予定残高を掲載しております

ので、後ほど御確認をいただければと思い

ます。 

以上、議案第２号令和６年度美幌町一般

会計補正予算（第７号）につきまして御説

明を申し上げました。よろしくお願いいた

します。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

１２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩） 簡単な質問なので

すけれど、１０ページの債務負担行為の説

明の中で、サーバー等の借り上げ、そして

文書管理等の借り上げ部分という説明を受

けた中で、複合機、もしかしてプリンター

というところで、項目の変更なりがあった

と聞きました。 

もともとこのプリンターを入れるとした

ときの台数の考えだとか、機器の考え、そ

して今回、新たに取り組むことになった複

合機について。金額が余りにも大きいもの

ですから、それだけ高価な複合機であれば

何台なのか。または、どうしてもその高価

な複合機は、一般常識から見たら買い取っ

てもいいのではないかというぐらいのもの

なのですが、それも含めてここまで高いも

のなのかどうか、まずお聞きしたいです。 

○議長（戸澤義典） デジタル推進主幹。 

○デジタル推進主幹（竹下 護） 御答弁

申し上げます。 

まず、プリンターの台数でございます。 

現在、各課、各グループなどに配置して

おりますプリンターを電算更新と併せて 

ＰＣなども入替えしているのですけれど

も、それと併せてプリンターの更新も考え

ていたところでございます。モノクロのＡ

３タイプのプリンターですと６０台で、金

額でいうと８１０万円相当ですとか、それ

に用紙を入れるフィーダーというカセット

みたいなものがあるのですけれども、その

ようなものも同じ台数で３００万円などな

ど、そのプリンター周りにかかる経費など

で１,３００万円相当、１,４００万円ぐら

いということになってございました。 

それで、新たに配置しようとしておりま

す複合機なのですけれども、今後、電子決

裁を導入するに当たりまして、電子媒体、

メールなどで来るものはそのまま添付書類

としてつけることはできますが、紙媒体で

の書類、そちらは一度デジタルに変換す

る、デジタルというよりデータに変換する

必要が起きてきます。したがいまして、紙

で送られてくる文章をデータ化するため

に、一定の速度を持った複合機を導入した

いと考えております。 

また、その複合機については、各部に設

置したいということも考えてございますの

で、それなりの経費がかかってくるという

認識でございます。 

複合機の台数は８台で、庁舎に導入をい

たします。以上です。 

○議長（戸澤義典） 金額の説明は。 

○デジタル推進主幹（竹下 護） 失礼い

たしました。 

見積り段階ではございますけれども、複

合機の金額につきましては、少々お待ちく

ださい。 

８台合計ですけれども、複合機周りのも

のも全部入れまして１,５３０万円程度でご

ざいます。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩） 説明がちょっと分

からなかったのですけれど、６０台のプリ

ンターを８台に絞るということにしか聞こ

えないのです。そうすると、今、美幌町の

行政職の仕事を見ている中で、本当に窮屈

に仕事に追われている方とか、配置の関係

で、動線の関係だとかを考えたときに、近

くにあって動くべきが労働に対する効果と

していいのかなと。これをまとめるという
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ことになれば、動き回るだとか、動線だと

かが変わる。そうなると、極端に言えば、

物を入れるのであれば、職員間の動線の配

置替えだとか、テーブル、椅子の入替えだ

とか、要するに、並びを――今、全て同じ

並びではないですか。そのままやるとなれ

ば、結果的には、入れることによって職場

への効果は何もないのかなと。 

ただプリントアウトするときに、紙媒体

をある程度変換しないといけないと言って

いますけれど、その作業は自分の机の上で

できない、プリンターでやると思うのです

が、その辺の仕事の流れに、これを入れる

ことによって何が変わるのかなと。それが

すごく気になるので、その辺の考え方をぜ

ひ、総務部長からお伺いしたいなと思いま

す。 

○議長（戸澤義典） デジタル推進主幹。 

○デジタル推進主幹（竹下 護） 私から

何点か答弁いたしたいと思います。 

まず、プリンターの廃止というのは、基

本的に電子決裁への移行した場合にはデジ

タルデータでやりとりをする、すなわち、

データできたメールなどの文書を印刷する

ことなくデータでやりとりをする。 

例えば、各種会議も今回の電算更新に併

せまして、ノートパソコンに全て、そして

Ｗｉ－Ｆｉでどこでも電波がつながるよう

なもので用意をしております。したがいま

して、基本的に紙を使わずデータで会議な

どをやる、紙を印刷しないということが前

提となりますので、各課にプリンターがな

いということは、さほど問題がないと考え

ております。 

反対に、複合機、スキャナーは、どうし

ても紙で到達する文書は一定程度あります

ので、各部に配置する必要があると考えて

おります。 

もう１点、電算更新前までは、いわゆる

デスクトップ型というＰＣを使っていて、

それはモニターがあり、本体がつながって

いる状態でございましたけれども、この電

算更新によって、ノートパソコンですの

で、座席の配置ですとか、そのようなこと

はある程度フレキシブルに行えるとも考え

ております。電子決裁をするからというこ

とではないですけれども、今後、電算更新

のノートパソコンなどの在り方によって、

それぞれの部署で業務がしやすい、効率の

よい配置を検討いただければと期待してい

るところでもございます。以上です。 

○議長（戸澤義典） 総務部長。 

○総務部長（那須清二） ただいま課長か

ら説明した内容で、大まかなことはお分か

りいただけたのではないかと思いますけれ

ども、基本的に、今後ペーパーレスにして

いきたいと考えております。 

例えばですけれども、毎回、伝票を切っ

たときに、１枚１枚紙を取りに行って処理

をしていたこと、そのような動線もなくな

るということになります。そのようなこ

と、ペーパーレスによって、経費の削減に

もつながっていくと思いますし、また、た

だいま課長から御説明いたしましたとお

り、いろいろな会議のときでも、このよう

なものを持って、その場で瞬時にデータも

配信できるということで、事務の効率化に

もつながっていくと考えております。 

今後、このような文書管理システムによ

るペーパーレスについては、引き続き、進

めてまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩） なかなかいい話を

聞きまして、座席の配置も楽になるよと。

今、美幌町はグループ化でやっているとな

れば、僕が知っている限りでは、ある程度

の大手企業は座席の配置が自由なので、ペ

ーパーレスのおかげで書籍がないと、フリ

ーで仕事している職場が何軒もあるので

す。 

ということは、総務部であればどの席に

座ってもいいと。紙媒体のものがないの
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で、資料関係もない、どこの席でもできる

とやっているのが、今のやり方なのです。

今受けた説明では。 

ですから、これが本当にそうであれば、

今の座席の関係も自由になれば、動線も変

わるのかと。働きやすい職場の雰囲気にな

るのに、せっかくそこまでやっているの

に、機械だけの問題ではなくて、現場の机

の配置だとか並びだとかも一緒に変えるの

がこのやり方の一貫だと思います。 

そこについては、今後どのように考える

のかを含めて。 

○議長（戸澤義典） 総務部長。 

○総務部長（那須清二） ただいま、松浦

議員から御質問のとおり、フリースペース

ということで、民間企業などは結構取り入

れられているのかなと思います。 

例えば、私ども役場の中でフリースペー

スとなったときに、そのときそのときで担

当や何かが変わると、町民の皆さまに対し

てのサービスという部分で、昨日までここ

にいたのに担当の人が違うところにいただ

とか、そのようなこともあろうかと思いま

す。 

また、現状でいきますと、ファイリング

――書類はファイリングシステムというこ

とで、保存しております。いずれ、このフ

ァイリングも全てデータ化するものと考え

ておりますけれども、そのようなことも含

めて、将来的に、今、松浦議員から御提案

のあったようなことも可能かどうか、今後

とも見極めてまいりたいと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑ありませ

んか。 

２番馬場博美さん。 

○２番（馬場博美） １７ページ、３款、

１項、１目社会福祉総務費の中、先ほど御

説明いただきました住民税非課税世帯等に

関する臨時特例給付金８,４６０万円と物価

高騰臨時支援給付金７,１００万円及び子育

て世帯生活支援臨時特別給付金３,８００万

円について質問させていただきます。 

予算計上されたものについては、理解い

たしました。そこで、２点ほどお伺いした

いと思います。 

１点目は、議会の開催の申入れがあった

ときも私は申し上げましたけれども、今回

の物価高騰対策について、私は昨年１２月

に一般質問しました。 

最近の情報ですけれども、美幌消費者協

会の調査では、１２月以降、さらに今年に

なって、１月に入っても野菜類の高騰、特

にキャベツが前年比の４.７倍、あるいは灯

油も過去最高の１３１円５０銭、さらに

は、米、ガソリンも値上がりしている。そ

の中で特に、今回提案ありました年金生活

者・非課税世帯については、大変な状況で

あります。このことについては理解します

けれども、私も年内にこのような対策がで

きないのかと町長に一般質問をいたしまし

た。 

年内に補正予算を議決している状況につ

いては、御存じのとおり、斜里町が１２月

２０日、そして、１月２５日から受付を開

始しております。また、北海道においては

１月１６日、北見市と網走市については 

１月１７日に、それぞれ物価高騰対策の予

算を議決しているところであります。 

また、美幌町にあっては、令和５年度に

おいて、１２月定例会の会期中に追加議案

を提案して、議決しているところでありま

す。 

今年度の対応として、１月１６日開催の

全員協議会で、物価高騰の対策案も事業内

容も示されている状況にあります。このこ

とについては理解するところでありますけ

れども、先ほど申し上げましたとおり、町

民生活にとっては大変な状況であり、１日

も早く物価高騰対策を実施すべきと私は考

えます。 

そこで、１月１６日の全員協議会で、物

価高騰対策の事業を継承している説明があ

ったにもかかわらず、半年以上も置くのは
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どのようなことになるのか。ごめんなさ

い、訂正いたします。半月以上も置くのは

どのようなことなのか。 

行政にあっては、いろいろな業務があっ

て忙しいと思いますけれども、住民のこと

をもっと考えていただいて、臨時会を早く

開催すべきではなかったのか、その状況に

ついて説明をお願いしたいと思います。 

２点目であります。 

この三つの補正、物価高騰対策の中で、

昨年、大江議員も私も一般質問した福祉灯

油についてであります。国の重点支援地方

創生臨時交付金の対象にもなると伺ってお

りますが、なぜ、今回、補正予算の中に含

めなかったのか。 

状況については、令和５年度は、物価高

騰対策として非課税世帯に対する給付は１

世帯当たり７万円ということで、これに網

羅されるのかなと思ったところであります

が、今年度は３万円であります。 

訓子府町におきましては、昨年１２月に

福祉灯油を実施しております。美幌町にお

いては、先ほど言いましたとおり、今まで

の基準でいけば、１リットル当たり１００

円以上に値上がりしている場合に実施する

方向で対応していますが、今回、１世帯３

万円の住民税非課税世帯に対する特別給付

金で賄われているのか、私はこのことに納

得がいきません。 

やはり、別枠として福祉灯油を実施すべ

きではなかったのかと思いますけれども、

物価高騰対策で出ているから福祉灯油はし

ないのだということに僕はならないと思い

ますが、その辺の判断とか基準とかを含め

て御説明をお願いしたいと思います。 

以上２点、お願いいたします。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） まず、１点目の部

分について、私から答弁をさせていただき

たいと思います。 

馬場議員のおっしゃるとおり、１月１６

日に全員協議会を開催させていただきまし

て、今回の物価高騰対策の部分についての

事業概要を説明させていただきました。議

員から、その後速やかに臨時会を開催して

ということでございましたけれども、その

部分の準備、日程調整等を含めまして、大

変申し訳ないですが、本日の臨時会開催に

なったところにつきましては、おわびを申

し上げたいと思います。 

なるべくこのエネルギー・食料品等の価

格高騰に対しては、おっしゃるとおり、全

ての町民、事業者に影響を与えているとい

う部分の中で、臨時会の開催が遅れました

けれども、速やかにその分の支給をさせて

いただいて、町民生活に支障のないよう取

り組んでいきたいと思っておりますので、

どうか御理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（戸澤義典） 総務部長。 

○総務部長（那須清二） ２点目の福祉灯

油の関係でございます。 

今回、交付金の配分額にも限りがあると

いうこと、それから、今回は物価高騰の影

響を受けたのが低所得世帯に限らず全世帯

に向けているということから、やはり全世

帯に対してもそのような支援をする必要が

あるだろうということで、今回、推奨事業

メニュー分として提案させていただいてい

るところでございます。 

その中で、低所得者世帯、その他の世帯

についても、金額に少し差をつけながら配

分させていただいたということでございま

す。 

先ほど御質問がございました福祉灯油の

分についても、満足のいく額といかないか

もしれませんけれども、この中で措置をさ

せていただいたということでございますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ２番馬場博美さん。 

○２番（馬場博美） １点目、臨時会の開

催については、副町長の御答弁で理解いた

しました。 

しかし、先ほど予算説明に当たっては、
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総務部長からありましたとおり、議決後と

いうことになっていますので、やはり議決

されないと町民へそのような給付が遅れる

ことについては、今後、十分な対応をして

いただきたいと思います。 

２点目について、今、総務部長から御答

弁がありましたけれども、そうすると、今

までの基準１リットル当たり１００円とい

うものがありますよね。そのようなこと

は、物価高騰として交付金対象となったも

のがあれば、今後はやらないのか。１００

円以上になった場合は、基準の関係と物価

高騰対策支援給付金との関係で、福祉灯油

の在り方についてどう検討されるのか、ど

のぐらいに整理するのか、その辺の説明を

お願いしたいと思います。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） 馬場議員からの御

質問、福祉灯油の考え方でございますけれ

ども、昨年、今年度につきましては、国の

物価高騰対策の交付金という財源がありま

したので、限られた財源という中で対応さ

せていただきます。 

今後の考え方ということでございますけ

れども、今後につきまして、同じように物

価高騰対策は――物価がどうなるかは今の

段階で分かりませんけれど、同じように国

からの交付金等があった場合は、範囲の中

で考えていきたいと思います。 

単独での考え方につきましては、過去、

１リットル１００円という部分がございま

したが、物価高騰、あとは賃金の高騰、そ

ちらの分で、金額だけではなくて生活に支

障があるような部分が出てきたときは、単

価自体が上がってきますので、一律１００

円という基準でなくても、来年は１１０円

になるのか１２０円になるのかは別にしま

して、賃金の上昇率等も踏まえ、どのよう

なときに生活支援をすべきかという形は、

その都度、判断をせていただき対応させて

いただきたいと考えております。よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

これから、議案第２号令和６年度美幌町

一般会計補正予算（第７号）についてを採

決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決され

ました。 

──────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（戸澤義典） 以上で、本臨時会に

付議されました案件は、全て終了しまし

た。 

会議を閉じます。 

これで、令和７年第１回美幌町議会臨時

会を閉会します。 

お疲れ様でした。 

 

午前１０時５２分 閉会   
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